










　先日、管理職研修がありました。”部下の「やる気」を引き出すために”と題した研修を受け、
ある男性介護職員のことを思い出しました。

　その職員は約６年前、当院に採用され１病棟で働くことになりました。
当時、病棟ではすでに２名の男性介護職員が働いていました。二人は年齢順からいって、
長男、次男と女性スタッフに言われ、可愛がられていました。期待通りこの二人はよく働
いていました。
　３番目に入ってきたＳ介護職員は当然、先ほどの二人と比較されました。体型から力が
ありそうに見えるのですが、患者さんを抱きかかえると「ほら、もっと力を入れて！」と、
先輩女性スタッフから指摘され続けていました。　　　　　　　
　男性で、まして初めてこの仕事に携わり、周囲から厳しい言葉を受けたことも多くあっ
たと思いますが、そのうち少しずつ仕事にもなれ、穏やかな性格で周囲と争うこともなく、
私の目にはのんびり働いているように見えました。
　その後、私は６病棟に移動になり５年振りに１病棟に戻ってきて、Ｓ介護職員の働きを見
た時、大変驚きました。それは、気配りができ、動きも想像以上に良くなっていたからです。
　スタッフに声をかけられると面倒がらず、嫌な顔もせず気持よく引き受けてくれるため、
何かと「Ｓさん」、「Ｓさん！」とお呼びがかかります。
　９月頃、病棟レクがイマイチうまく回っていないことがあり、Ｓ介護職員にジョークを交
え、「レクの元締めをしてほしい。」と願い出たところ「いいですよ。元締めは何をすれば
いいですか？」と気持よく引き受けてくれました。彼はレクの進行を率先し、季節ごとにホー
ルの飾り付けをあれこれ考え、患者さんはじめご家族はそれをとても楽しみにして、一緒
に装飾を手伝っていただくこともあり、スタッフも今度は何が始まるのかと興味津々。
　「年末の入浴日変更のお知らせ」を掲示するにあたっては、私も早くしなくてはと気にか
けていたところ、早々に対応してくれました。しかし、残念なことに、端々が切れた用紙
で貼っていたので、「あのね、あのお知らせの用紙だけど…」と切り出したところ「やっぱ
りダメですよね、すぐに直します。これじゃ８０点はもらえませんね。」と、つぶやいたの
で「いやいや、８０点はあげられる！」と力を込めてエールを送りました。早速パソコン
に向かい作り直しているＳ介護職員を見ながら私は「時間はかかったけれど、素晴らしい
スタッフに成長したな。」と、心があたたかくなりました。
　本人の頑張りと、周囲の人間関係の賜物だったと感じています。
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１病棟師長　石若千明
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